
朱
元
育
『
參
同

幽
』
の

丹
法
に
つ
い
て

森

由

利

亞

一
、
は
じ
め
に

朱
元
育
（
號
雲
陽
）
は
康
熙
年

（
一
六
六
二
〜
一
七
二
二
）
の

江
南
常
州
（
毘
陵
）
で
門
人
と
と
も
に
活
動
し
て
い
た

丹
家
で

あ
り
、

眞
敎

門
派
第
四
代
玄
字
派
に

な
る

眞
門
徒
で
あ

る
。
本
來
の
法
名
は
玄
育
で
あ
っ
た
の
が
、
康
熙

の
諱
を

け

て
元
育
と
記
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
量
さ
れ
る
。
彼
が
刊
行

に
關
與
し
た
書
に
は
、『
參
同

幽
』『
悟
眞

幽
』
の
ほ
か

に
、『
邱

語

』
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
の
う
ち
、『
悟
眞

幽
』
に
つ
い
て
は
秋
岡
英
行
氏
（
二
〇
一
二
）
に
よ
る
論
考
が
あ

り
、『
邱

語

』
に
つ
い
て
は
森
（
一
九
九
八
、
二
〇
二
〇
）、

劉
固

氏
（
二
〇
一
〇
）、
長
澤
﹇
石
田
﹈
志
穗
氏
（
二
〇
一
一
）、

趙
衞
東
氏
（
二
〇
一
四
）、
黎
志
添
氏
（
二
〇
一
六
）
他
が
論
じ
て

い
る
。
し
か
し
、
管
見
の
限
り
、『
參
同

幽
』
に
關
す
る
本

格

な
論
考
は
ま
だ
現
れ
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
參
同

幽
』
は
、
朱
元
育
が
そ
の
弟
子
の

靜

と
と
も

に

し
た
『

易
參
同

』（
以
下
『
參
同

』
と
略

）
に
對
す

る

解
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
書
は
『
參
同

』
に
對
す
る

字

り
の

釋
と
い
う
以
上
に
、

丹
法
の
修
行
理
論
に
よ
っ
て

『
參
同

』
を
解
釋
す
る
も
の
で
、
そ
の

の

容
は
、
彼
等
が

實

す
る

丹
法
を
描
き
出
す
點
に
特
色
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、

『
參
同

幽
』
を
彼
等
の

丹
理
論
を
理
解
す
る
た
め
の
基
礎

四
九

朱
元
育
『
參
同

幽
』
の

丹
法
に
つ
い
て



料
と
し
て

う
。
な
お
、
以
下
で
は
、
師
で
あ
る
朱
元
育
を
以

て

を
代
表
さ
せ
る
が
、
そ
れ
は
本
書
の
記

に
お
い
て
朱
・

兩

の
見
解
は
混
然
と
一
體

し
て
お
り
、
兩

を
個
別
に
摘

出
す
る
こ
と
は

し
い
と
い
う
現
實
に
よ
る
。

筆

が
『
參
同

幽
』
を

究
す
る
動
機
の
少
な
く
と
も
ひ

と
つ
は
、

門
派

究
の

脈
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。
朱
元
育
と

そ
の
弟
子
の

靜

の
信
仰
に
お
い
て
、『
邱

語

』
は

門

派
の
正
統

な

法
を
載
せ
る
書
で
あ
り
、
該
派
を

じ
て
彼
等

の
も
と
に
傳
え
ら
れ
た
丘
處
機
の
語

と
信
じ
ら
れ
て
い
る１

）。
そ

の
よ
う
な
、
朱
元
育
た
ち
が

門
派
の
正
統
を
傳
え
て
い
る
と
信

じ
ら
れ
て
い
る
書
物
に
載
せ
ら
れ
た
修

法
が
、
彼
の

作

で
あ
る
『
參
同

幽
』

び
『
悟
眞

幽
』
に

か
れ
た
修

法
と

容
上
ど
の
よ
う
な
關
係
に
あ
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
は

魅
力

な
課
題
と
い
え
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
『
邱

語

』

と
『
悟
眞

幽
』
に
つ
い
て
の
議
論
は
し
ば
ら
く
措
き
、
朱
元

育
の
代
表
作
で
あ
る
『
參
同

幽
』
に
つ
い
て
、
こ
の
書
の

容
に
の
み
依
據
し
て
、
そ
の
修

法
を

構

す
る
こ
と
を
試
み

る
。『
參
同

幽
』
に
お
い
て
は
、
複

な
修
行
法
の

と

そ
れ
に
つ
い
て
の
解

が
隨

に
示
さ
れ
て
お
り
、
本
書
の

丹

法
を
理
解
す
る
た
め
に
は
そ
れ
ら
の
記

が
整
合
す
る
よ
う
に
讀

み
解
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
今
後
、『
悟
眞

幽
』
や
『
邱

語

』
の

容
と
正
當
に
比
較
し
、
朱
元
育
の

丹
法
の

體

を
考
察
し
て
ゆ
く

提
と
し
て
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
本
書
に

お
い
て
示
さ
れ
た

丹
法
の

構

に
力
を

ぎ
た
い
。

底
本
と
し
て
は
、
①
『
重
刊

藏
輯

』

集
一
お
よ
び
二

收
の
雲
陽

人
朱
元
育

幽
『
參
同

』
を
用
い
る
。
版
心
に
示

さ
れ
る
「
參
同

幽
」
を
書
題
と
す
る
。
他
に
、
②
蕭
天
石

『

藏

華
』
第
三
集
之
三
魏
伯
陽
眞
人
原

、
朱
雲
陽

師

解
『
參
同

幽
』
上
下

（
自
由
出
版
社
印
行
）、
③
『
藏
外

書
』
第
六

收
本
、
更
に
④

不

『
參
同

幽
・
悟
眞

幽
』
北
京：

華
夏
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
⑤

彬
・

克

校
『
參
同
集

萬
古
丹
經
王
「

易
參
同

」

解

集

』
第
二

第
十
九

收
『
參
同

幽
』
北
京：

宗
敎

出
版
社
、
二
〇
一
三
年
を

宜
參
照
す
る
。
異
本
の
校
合
に
つ

い
て
は
、
⑤
が
參
照
さ
れ
る
。

五
〇

朱
元
育
『
參
同

幽
』
の

丹
法
に
つ
い
て



二
、『
參
同

幽
』
の

書

『
參
同

幽
』
の

書

に
つ
い
て
は
、
同
書
の
序
か
ら

若
干
垣

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
序
は
嘗
て
拙
論

（
森
一
九
九
八
、
二
〇
二
〇
）
で
引
用
し
て
分
析
し
た
こ
と
も
あ
り
、

紙
幅
の
制
約
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
あ
ら
ま
し
を

べ
る

に
留
め
る
。
序
に
よ
る
と
、
朱
元
育
は
幼
年
か
ら

を
慕
い
、
時

期
は
不

な
が
ら
、
ま
ず

眞
敎
北
宗
の
張
碧

を
師
と

し
、

「
此
書
」
す
な
わ
ち
『
參
同

』
を
授
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
時
點

で
は
深
く
探
求
す
る
機
會
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る２

）。
師
の
張
碧

に
つ
い
て
は
、

末
の

眞

士
で
あ
る
と
い
う
こ
と
以
外
、

何
も

報
が
な
い
。
朱
元
育
は

師
を
求
め
て
五
嶽
を

訪
し
た

後
、

南
山
で
靈
寶
老
人
な
る
人
物
に
會
い
、「
心
易
」
を
開
示

さ
れ
て
そ
の
敎
え
を
會
得
し
た
と
い
う
。
老
人
の
言
に
從
い
、
朱

は
江
南
に
至
り
、
常
州
（
毘
陵
）
で
何
人
か
の

侶
た
ち
と
出
會

っ
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
重

な
の
は
弟
子
の

靜

で
あ
る
。

靜

は

門
派
第
五
代
靜
字
派
に
屬
し
、
陽

學

の
李

一
六
二
五
〜
一
七
〇
五
）
と
も
交
流
の
あ
る
在
家
の
修
行

で
、

朱
元
育
が
『
邱

語

』
と
『
參
同

幽
』
を
刊
行
す
る
に
當

た
っ
て
非
常
に
貢

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る３

）。
順
治
十
四

（
一
六
五
七
）
年
、
朱
元
育
は

を

れ
て
華
陽
（
華
山
以
南
の

地
域
）
に
修
行
に
趣
き
、
そ
こ
で
『

藏
』
を

す
る
機
會
を

得
て
『
參
同

』
一

を
見
出
し
た
。
そ
の
後
朱
元
育
は

靜

と
と
も
に
深
山
に

ご
も
り
し
、
二
人
で
『
參
同

幽
』
の
草

稿
を
完

し
、
さ
ら
に
校
訂
を
加
え
る
。
そ
の
後
、
丁
未
の

（
一
六
六
七
年
、
康
熙
六
年
）、
他
の
弟
子
た
ち
の
求
め
に
應
え
る

形
で
『
參
同

幽
』
を
出
版
し
た
。
序
の
末
に
は
、「
康
熙
己

酉
（
一
六
六
九
年
、
康
熙
八
年
）
仲
春
朔
旦
北
宗

門
派
下
弟
子

朱
元
育
𥡴
首
敬

」
と
あ
り
、
朱
元
育
が
康
熙
年

の

眞
敎

門
派
門
徒
で
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ
る４

）。

朱
元
育
本
人
が
果
た
し
て
出
家
の

眞
敎

士
で
あ
っ
た
の
か
、

あ
る
い
は

末
の

門
派
門
徒
で
あ
る
伍
守
陽
（
一
五
七
四
〜
一

六
四
三
）
の
よ
う
に
、
在
家
の

丹
家
で
あ
っ
た
の
か
は
不

で

あ
る
。
し
か
し
、『
參
同

幽
』
を
刊
行
す
る
に
際
し
て
、
在

家
の
儒

で
あ
り
か
つ

丹
家
で
あ
る

靜

と
綿
密
に
協
力
し

て
い
る
こ
と
は
大
變
興
味
深
い５

）。
當
時
の

丹
法

の
出
版
に

五
一

朱
元
育
『
參
同

幽
』
の

丹
法
に
つ
い
て



お
い
て
、
在
家
の

丹
家
が
積
極

に
參
加
し
て
い
た
こ
と
を
示

す
事
例
で
あ
る
こ
と
に
變
り
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

三
、
先
天
乾
坤
と
後
天

離

以
下
で
は
、『
參
同

幽
』
の

容
に
つ
い
て

討
を
加
え

る
。
本

で
は
該
書
の
修
行
論
の

提
と
な
る
世
界

・
身
體

を

括
す
る
。
朱
元
育
の

丹
法
は
一
人
の
修
行

の
身
體

で

行
わ
れ
る

丹
法
で
あ
る
。
先
行
す
る

丹
法
の
理
論
と
同

、

『
參
同

幽
』
に
お
け
る
朱
元
育
の

丹
法
の
基
礎
に
は

謂

「
順
」
と
「

」
の
枠
組
み
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。

先
天
の
體
と
は
、
性
命
乾
坤
爲
る
も
の
、
是
れ
な
り
。
後
天

の
用
と
は
、
性

離
爲
る
も
の
、
是
れ
な
り
。
乾
坤
破
し

て

離
と
爲
り
て
自
り
、
性

の
用

は
れ
て
、
性
命
の
體

る
。
之
に
順
へ
ば
則
ち
凡
と

ら
ん
。
惟
だ

離
復
た
交

は
り
て
乾
坤
と
爲
れ
ば
、
性

の
用
に
因
り
て
、
以
て
性
命

の
體
に

る
。
之
を

に
す
れ
ば
則
ち

と

ら
ん
。

（「
性

交
會

第
二
十
四
」

、

二
、
三
十
八
葉
裏
）

こ
こ
で
は
ま
ず
、
先
天
の
本
體
が
後
天
の
作
用
へ
と
展
開
す
る
と

い
う
、
宇
宙
生

も
し
く
は
人
の
生

の
圖
式
が
据
え
ら
れ
、
先

天
に
は
性
命
お
よ
び
乾

と
坤

が

當
さ
れ
、
後
天
に
は
性

お
よ
び

と
離

が

當
さ
れ
る
こ
と
が

目
さ
れ
る
。
こ
こ

で
、「
性
」
と
い
う

字
が
、
先
天
に
も
後
天
に
も
登
場
す
る
が
、

當
面
は
「
性
」
に
は
（
恰
も
本
然
と
氣
質
の
よ
う
に
）
先
天

と
後

天

の
二
面
が
あ
る
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。
先
天
か
ら
後
天
へ

の
展
開
は
、
本
體
か
ら
作
用
へ
の
展
開
で
あ
る
と
同
時
に
性
命
か

ら
性

へ
の
展
開
で
あ
り
、
そ
れ
は
卦

に
お
い
て
は
乾
坤
か
ら

離
へ
と
い
う
展
開
と
し
て
表

さ
れ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

な
お
、
後
天
の

元
に
至
っ
た
際
に
は
、
先
天
の
性
命
は
「

」

れ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
人
に
と
っ
て
の
現
實
の
生
の

元
か
ら
す

れ
ば
、
先
天
の

元
は
自
ら
の

に

在
は
し
て
い
る
が
、
何
ら

か
の
手
立
て
に
よ
っ
て
發
見
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
先
天
と
後
天
の
二
項
對
立

な
圖
式
を
想
定
し
た

上
で

か
れ
る
の
が
「
順
」「

」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
先
天

か
ら
後
天
へ
と
い
う
派
生

を
そ
の
ま
ま
辿
る
の
が
「
順
」。

五
二

朱
元
育
『
參
同

幽
』
の

丹
法
に
つ
い
て



他
方
、

離
か
ら
乾
坤
を
復
元
し
、
性

を
性
命
へ
と

元
す
る

こ
と
で
、
宇
宙
生

の
派
生
と
分
離
の
展
開

を
溯
行
す
る
の

が
「

」
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
「

」
す
な
わ
ち

仙
の
法

で
あ
る
と
さ
れ
る
。

乾
坤
が
交
わ
っ
て

離
が
生
ず
る
方
向
を
順
行
と
し
、
こ
れ
を

行
さ
せ
て

離
を
交
合
し
て
乾
坤
を
得
る
と
い
う
發
想
は
、
朱

元
育
の

丹
理
論
を
根
底
か
ら
支
え
る
圖
式
で
あ
る
が
、
こ
の
圖

式
自
體
は
從
來
の
『
參
同

』
解
釋
を
軸
と
す
る

丹
理
論
の
中

で
繰
り

し
用
い
ら
れ
て
き
た
基
本

な
考
え
方
で
あ
る
。
直
接

に
は
、
朱
元
育
が
自
身
の

で
言

し
て
い
る
陳
顯
微
や
陳
致

と
い
っ
た
修

家
の
『
參
同

』

に
よ
っ
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
る６

）。
し
か
し
、
本
稿
で
は
比
較
の
問
題
に
は
立
ち
入
る
餘
裕

は
な
く
、
別
の
機
會
に
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。

四
、「
順
」
の
展
開

宇
宙
と
人
の
生

上
で
見
た
よ
う
な
先
天
乾
坤
か
ら
後
天

離
へ
の
「
順
」
な
る

展
開
は
、
宇
宙
天
地
そ
の
も
の
の
展
開
と
、
父
母
か
ら
生
ま
れ
る

人
の
展
開
と
い
う
二
つ
の
レ
ベ
ル
で
表
現
さ
れ
る
。

の
一
例

と
し
て
、「

離
二
用

第
二
」

の
記

を
引
用
し
て
お
こ
う
。

未
だ
天
地
日

有
ら
ざ
る
よ
り
以

、
渾
然
と
し
て
只
だ
一

太

あ
る
の
み
。
此
の
太

の
中
は
本
と
よ
り
無
一
物
、
圓

に
し
て
廓
徹
す
、
是
を
先
天
の
乾
と
爲
す
。

ち
此
の
太

中
に
、
物
有
り
渾

し
、

と
し
て

滿
す
、
是
を
先

天
の
坤
と
爲
す
。

中
に

を
生
じ
、
至
陽
の

と
爲
り
、

至
陽
の
中

に
、

た
る
至
陰
を
藏
す
、
此
れ
坤
從
り
上

升
す
る

な
り
。
無
の
中
に
有
を
含
む
、
是
れ
を
乾
中
の
離

と
爲
す
。

中
に

を
凝
ら
し
、
至
陰
の

と
爲
り
、
至
陰

の
中

に
、
赫
赫
た
る
至
陽
を
藏
す
、
此
れ
乾
從
り
下
降
す

る

な
り
。
有
の
中
に
無
を
含
む
、
是
れ
を
坤
中
の

と
爲

す
な
り
。

（「

離
二
用

第
二
」

、

一
、
九
葉
裏
）

こ
こ
で
は
、
ま
ず
太

は
先
天
の
乾
で
あ
る
と
し
、
そ
の
中
に
有

な
る
氣
が
生
じ
て
先
天
の
坤
が
生

し
、
先
天
に
お
け
る
乾
坤
の

一
對
が

立
す
る
と
さ
れ
る
。
太

に
お
い
て
は
乾
の
み
が
存
在

す
る
と
さ
れ
て
い
る
點
は

が
必

で
あ
ろ
う
。
乾
と
坤
と
は
、

五
三

朱
元
育
『
參
同

幽
』
の

丹
法
に
つ
い
て



完

に
對

な
範
疇
を
表
す

念
と
は
い
え
ず
、
乾
は
坤
に
對

し
て
生

論

上
位
に
在
る
の
で
あ
る
。
乾
一
元
論
と
で
も
い
う

べ
き
か
。
し
か
し
、
坤
が
自
然
に
生
じ
る
と
、
こ
ん
ど
は
乾
坤
の

一
對
が
そ
の
至
陽
と
至
陰
と
を
交
換
す
る
こ
と
で
、
乾
の
中
に
離

が
生
じ
、
坤
の
中
に

が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

太

＝

先
天
乾→

先
天
乾
坤→

後
天

離

と
い
う
展
開
が
示
さ
れ

て
い
る
。

な
お
、
記

に
よ
っ
て
は
、
太

を
す
な
わ
ち
「
先
天
の
乾
」

と
は
表
現
せ
ず
、
太

の
後
に
「
無
極
而
太
極
」
の
圖
式
を
加
え

て
、
太

と
乾
坤
の

に
「
太
極
」
が
想
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
る７

）。

す
な
わ
ち
、

太

→

太
極→

先
天
乾
坤→

後
天

離

と
い
う

圖
式
に
な
る
。

以
上
が
宇
宙
天
地
の
生

に
關
す
る
圖
式
で
あ
る
。

に
人
の

生

に
お
け
る
「
順
」
は

の
よ
う
に

か
れ
る
。「
三
家
相
見

第
二
十
八
」

を
例
に
見
て
ゆ
く
こ
と
と
し
よ
う
。

身
を
生
じ
て

を
受
く
る
の

め
に
當
り
、
元
始
の

先

に
中
宮
に
入
る
。

と
し
て
、
混
然
た
る
太
極
な
り
、

謂
天
地
の
心
な
り
。
力

地
一
聲
し
て
以
後
、
太
極
此
れ
從

り
胎
を
分
か
ち
、
上
は
天
關
を
立
て
て
、

に
乾
性
を
藏
し
、

下
は
地
軸
を
立
て
て
、

に
坤
命
を
藏
し
、

谷

天
地
の

中
に
在
り
て
、

に
元
神
を
藏
す
。
一
の
中
從
り
分
か
れ
て
、

に
定
ま
り
て
三
才
を
爲
し
、
三
才

に
定
り
て
、
四

ち
分
か
る
。
蓋
し
乾
は
先
天
の

性
爲
り
、
破
し
て
離

と

り
、
轉
じ
て
後
天
の
心
と
作
る
。
坤
は
先
天
の
元
命
爲

り
、
實
ち
て

と

り
、
轉
じ
て
後
天
の
身
と
作
る
。

（「
三
家
相
見

第
二
十
八
」

、

二
、

五
十
四
葉
裏
〜
五
十
五
葉
表
）

こ
こ
で
は
、
ま
ず
「
元
始
の

」
な
る
も
の
が
「
中
宮
」
に
や

ど
り
、
そ
れ
は
未
分

の
「
太
極
」
の

態
を

し
て
い
る
こ
と

が
い
わ
れ
る
。「
元
始

」
と
は
、『
參
同

幽
』「
四

環

中

第
十
六
」

に
お
い
て
「
坤
中
藏
乾
、
是
爲
元
始

」

（

二
、
二
葉
表
）
と

べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
坤
卦
中
の
乾
、

す
な
わ
ち

卦
中

を
指
す
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、「

離
二

用

第
二
」

で
、「
坤
は
本
と
老
陰
に
し
て
、
中

少
陽
に
變
ず
。

五
四

朱
元
育
『
參
同

幽
』
の

丹
法
に
つ
い
て



中
の
一
陽
は
、
實
は
乾
元
の

な
り
」（

一
、
十
葉
裏
）
と

べ
る
中
に
見
え
る
「

」
と
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

朱
元
育
の
い
う
「
元
始

」
あ
る
い
は
「

」
と
は
、
少
な

く
と
も
そ
の

な
用
法
と
し
て
、
宇
宙

元
の
乾
卦
の
陽
氣
の

で
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
確

で
き
る８

）。
先
に
、
太

に
お
い
て

は
乾
卦
の
み
が
存
在
す
る
と
い
う
、
乾
卦
一
元
論

な
思
考
を
讀

み
取
っ
た
が
、
こ
の
「

」
は
一
元

な
乾
卦
に
由
來
す
る
と

考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
と
な
る
と
、

頭
の
「
當
生
身
受

之

、
元
始

先
入
中
宮
、

、
混
然
太
極
」
と
は
、
身

體
が
生
ま
れ
る

の
段
階
で
「
太

」
に
直
接
由
來
す
る
乾
の

陽
氣
が
「
中
宮
」
に
や
ど
り
、
身
體
に
お
け
る
太
極
を
形

す
る

と
い
う

に
解
し
得
よ
う
。

ま
た
、
別
の
箇

で
朱
元
育
は
「

に
し
て
一
點
靈
光
、
太

の
中
從
り
來
り
て
、

然
と
し
て
感
附
し
、
直
ち
に
中
宮
神
室
に

入
り
て
、
一
身
の

人
と
作
る
。

謂
各
お
の
一
太
極
を

ふ
る

な
り
」（「
乾
坤
門

第
一
」

一
、
七
葉
裏
）
と
も

べ
る
。
こ

こ
で
は
、
出
產

に
宇
宙
の

元
で
あ
る
「
太

」
か
ら
や
っ
て

き
て
「
中
宮
」
に
そ
な
わ
る
も
の
を
「
一
點
靈
光
」
と
呼
ん
で
お

り
、
上
で
言
う
「
元
始

」
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
を
指
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
「
中
宮
」
に
入
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

人
々
に
か
な
ら
ず
「
一
太
極
」
が
備
わ
る
こ
と
に
な
る
。「
中
宮
」

は
「

庭
」「

」
を

味
す
る
で
あ
ろ
う９

）。

こ
の
よ
う
に
、
人
は
生
ま
れ
る
以

、
恐
ら
く
、
父
母
が
氣
を

施
し
た
直
後
、「
太

」
の
中
か
ら
、「
元
始

」
と
も
「
一
點

靈
光
」
と
も
い
わ
れ
る
も
の
を
受
け
て
、
混
然
た
る
一
つ
の
「
太

極
」
を
形

す
る
。
そ
の
後
、「
力

地
一
聲
」（
覺
醒
の
聲
）
と
共

に
太
極
が
分

さ
れ
、
乾
性
と
坤
命
と
が
天
地
上
下
に
分
か
れ
る
。

天
地
の
中

に
は
「
元
神
」
が
藏
さ
れ
、
乾
坤
と
と
も
に
三
才
の

ひ
と
つ
を

す
。
さ
ら
に
「
乾
」
は
「
離
」
へ
と
「
破
」
し
て
展

開
し
、「
先
天

性
」
は
「
後
天
之
心
」
と
な
る
。
ま
た
、「
坤
」

は
「

」
へ
と
「
實
」
し
て
展
開
し
て
、「
先
天
元
命
」
か
ら

「
後
天
之
身
」
と
な
る
。
先
天
の
性
命
で
あ
る
乾
坤
は
、

離
へ

と
分

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
後
天
な
る
存
在
へ
と
定
着
し
、
性
命

は
心
と
身
と
い
う
形
而
下

な

元
に
轉
換
さ
れ
る
。
圖
式

す

れ
ば
、

太
→

元
始

→

太
極→

先
天
性
命→

後
天

離

（
後
天
之
身
・
後
天
之
心
）

の
よ
う
に
な
ろ
う
。

五
五

朱
元
育
『
參
同

幽
』
の

丹
法
に
つ
い
て



こ
の
よ
う
に
、
宇
宙
と
人
體
は
と
も
に
太

に
發
し
て
先
天
乾

坤
か
ら
後
天

離
へ
と
い
う
順
な
る
方
向
を
も
っ
て
展
開
す
る
。

こ
の
圖
式
が
修
行
實

へ
と
展
開
す
る
上
で
の
重

な
點
は
、
後

天
に
は
先
天
が

在

に

さ
れ
て
い
る
と
い
う

識
の
存
在

で
あ
る
。

離

は
先
天
と
し
て
の
乾
坤
に
由
來
す
る
陽

・

陰

を
そ
れ
ぞ
れ
の
中

と
し
て

し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
後

天
の
存
在
で
あ
っ
て
も
こ
の

離
を
正
し
く
把
持
す
れ
ば
、
そ
こ

か
ら
先
天
の
乾
坤
へ
と

す
る
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
。
そ
れ

が
す
な
わ
ち
、
以
下
で

す
る
、
小

天
法
に
よ
っ
て
身
體
中

の

と
離
と
を
交

さ
せ
て
乾
坤
を
復
元
し
、
さ
ら
に
大

天
法

に
よ
っ
て
乾
坤
を
交

し
て
太

に

り
、

に

と
合
一

す
る
と
い
う

行
の
方
法
で
あ
る
。

五
、
後
天

離
か
ら
先
天
乾
坤
へ

離
交

（
小

天
法
）
か
ら

乾
坤
交

（
大

天
法
）
へ

本

で
は
、
朱
元
育
の

丹
理
論
に
お
け
る

行
法
が
大
き
く

「

離
交

」
と
「
乾
坤
交

」
の
二
部
門
か
ら

り
、
こ
れ
ら

は
そ
れ
ぞ
れ
小

天
法
と
大

天
法
を
そ
の

容
と
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
修
行
の
順
序
と
し
て
は

を
修
め
て
か
ら
後

へ
移

行
す
る
と
い
う
順
序
が
想
定
さ
れ
て
い
る
點
を
確

し
た
い10

）。

ま
ず
、「

離
交

」
が
小

天
法
で
あ
り
、「
乾
坤
交

」
が

大

天
法
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

離
交

に
つ
い
て
重
點

に

く
「

離
交

第
十
八
」
と
乾
坤
交

に
つ
い
て

く

「
乾
坤
交

第
十
九
」
の

頭
に
そ
れ
ぞ
れ
施
さ
れ
た

に
よ

っ
て
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る11

）。
す
な
わ
ち
、
第
十
八

頭
の

に
は
、「
此
の

に
は

離
交
は
り
て
藥
を
生
ず
る
は
、
一

の
晦
朔
弦

に
應
ず
る
を
言
ふ
。
乃
ち
小

天
の
火
候
な
り
」

（

二
、
九
葉
表
）
と
さ
れ
、
第
十
九

頭
の

に
は
、「
此
の

に
は
乾
坤
交
は
り
て
丹
を
結
ぶ
は
、
一

の
六
陽
六
陰
に
應
ず

る
を
言
ふ
。
乃
ち
大

天
の
火
候
な
り
」（

二
、
十
六
葉
表
）
と

べ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

離
の
交
わ
り
は

の

期
を

喩
と

す
る
「
小

天
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
と
さ
れ
、
他
方
、
乾

坤
の
交
わ
り
は
年
の

期
を

喩
と
し
て
行
わ
れ
る
「
大

天
」

で
あ
る
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。「

離
交

」
は

ち
「
小

天
」、「
乾
坤
交

」
は

ち
「
大

天
」
と
い
う
等
式
は
、
朱
元

五
六

朱
元
育
『
參
同

幽
』
の

丹
法
に
つ
い
て



育
の

丹
法

體
を
貫
く
基
本
理
論
で
あ
る
。

に
、『
參
同

幽
』
で
は
ま
ず
「

離
交

」

ち
小

天
法
を
行
い
、
そ
の
後
に
「
乾
坤
交

」

ち
大

天
法
を
行
う

と
い
う
順
序
が

確
に
示
さ
れ
、
法
の
大

提
と
な
っ
て
い
る
こ

と
に

し
た
い
。「
乾
坤
交

第
十
九
」

の
以
下
の
箇

で
は
こ
の
順
序
を

確
に

し
て
い
る
。

に
は
、

離
會
合
す
れ
ば
、
方
め
て
大
藥
を
產
ず
る
を

言
ふ
、
是
れ
活
子
時
の
作
用
な
り
。

謂
一
日
の

の
十
二

時
、

の
到
る

皆
爲
す
可
き

な
り
。
大
藥
一
た
び
產
ま

る
れ
ば
、

ち
先
天

甲
の
陽
升
陰
降
の
火
候
を
用
ふ
、
之

を
小

天
と
言
ふ
。
直
だ
一

に
畢
は
り
、
正
子
時
の
到

る
を
待
ち
て
、
方
め
て
大

天
火
候
を
用
ふ
。

（「
乾
坤
交

第
十
九
」

、

二
、
十
六
葉
表
〜
裏
）

こ
の
部
分
で
は
、「
活
子
時
」
に
よ
り

と
離
が
會
合
し
て
「
大

藥
」
が
生
じ
、
そ
こ
か
ら
「
先
天

甲
の
陽
升
陰
降
の
火
候12

）」、

い
わ
ゆ
る

甲

に
よ
っ
て

の
盈

に
（
日

で
あ
る
離

以

外
の
）
六
卦
を
對
應
さ
せ
、
そ
れ
を
陰
陽
の

長
と
解
し
て

丹

の
火
候
の
循
環
に
見
立
て
る
「
小

天
」
の
循
環
が
開
始
さ
れ
る

こ
と
が
言
わ
れ
る
。
な
お
、「
活
子
時
」
と
は
、
客

な
天
地

の
時

と
し
て
の
子
時
で
は
な
く
、
修
行

の
「

」
の
發
動
に

よ
り
畫
さ
れ
る
、

な
身
體
感
覺
の
自
然
に
根
ざ
し
た
時

念
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
こ
と
が
、『
崔
公
入
藥
鏡
』
の

一

「
一
日

十
二
辰
、

到
皆
可
爲
」
を
引
用
し
な
が
ら

か
れ
て
い
る
。
修
行
の

點
が
、
修
行

の
身
體

の
時

で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
小

天
法
の

體
も
ま
た
身
體
時

に
則
っ

て
展
開
す
る
こ
と
を

味
す
る
。
從
っ
て
、
晦
朔
か
ら
始
ま
る

の
盈

の
時

念
も
、
あ
く
ま
で
も
比
喩
で
あ
っ
て
、
實
際
の

の
盈

に
同
期
し
て
修
法
す
る
わ
け
で
は
な
い
點
に
は

し

て
お
く
必

が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
上
に
引
い
た
「
乾
坤
交

第
十
九
」

の

中

で
は
、「
小

天
」
と
い
う
呼

は
、
活
子
時
に
大
藥
が
生
じ
た

後
の
、
陰
陽
の
火
候
を
用
い
る
段
階
に
對
し
て
の
み
限
定

に
用

い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
つ
ま
り
、
活
子
時
の
後
に
行
う

天
火
候
法
の
實

の
み
を
小

天
と

し
て
お
り
、
そ
れ
は
先

五
七

朱
元
育
『
參
同

幽
』
の

丹
法
に
つ
い
て



に
見
た
活
子
時
を
も
含
め
て
小

天
と
み
な
す
呼

法
に
比
し
て

若
干
齟
齬
す
る
點
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
思
う
に
、
小

天
と

い
う
用
語
は
嚴
密
に
は

藥
を
し
た
後
の

天
火
候
法
を
指
す
呼

で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
限
定

な
用
法
を
こ
こ
で
は
狹

義
の
小

天
と
見
な
す
こ
と
と
す
る
。
他
方
、
活
子
時
の

藥
を

も
含
む
用
法
を
、

に
廣
義
の
小

天
と
見
な
す
こ
と
に
す
る
。

本
稿
で
は
、
基
本

に
廣
義
の
用
法
に
よ
っ
て
小

天
（
お
よ
び

大

天

大

天
の
狹
義
・
廣
義
の
用
法
は
後

）
の
呼

を
用

い
る
こ
と
と
す
る
。

小

天
が

了
す
る
時
に
「
正
子
時
」
が
至
る
。
こ
れ
が
大

天
法
を
始
め
る
べ
き
時

の
到
來
を

げ
る
サ
イ
ン
で
あ
る
。
小

天
法
の
開
始
と
な
る
「
活
子
時
」
と
同

、
こ
の
「
正
子
時
」

も
修
行

の

な
身
體
時

に
基
づ
く
も
の
と
見
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、『
參
同

幽
』
の

丹
法
で
は
小

天
法
を

行
っ
て
か
ら
大

天
法
を
行
い
、
こ
れ
が
「
後
天

離
」
か
ら

「
先
天
乾
坤
」
へ
と
い
う

元
を

行
す
る
修

法
の

體
と
見

な
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
順
序
に
從
っ
て
、
小

天
法

と
大

天
法
の
そ
れ
ぞ
れ
の

の

略
を

構

し
て
み
た
い
。

六
、

離
交

小

天
法
の

略

１
）
晦
朔
と
そ
の
後

小

天
法
は
、
大
き
く

後
二
段
階
の
法
が
組
み
合
わ
さ
れ
て

立
し
て
い
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
晦
朔
の
時
に
な
さ
れ
る

「

藥
」
の
段
階
で
行
わ
れ
る
法
と
、
晦
朔
以
降
の
段
階
、
す
な

わ
ち

の
盈

で
い
え
ば
、
三
日

、
上
弦

、

、
下
弦

を
經
て

び
晦
朔
へ
と

っ
て
く
る
段
階
で
行
わ
れ
る
法
と
で
あ

る
。
本

で
は
、

の
盈

に
つ
い
て

く
「

離
交

第
十
八

」
に
基
づ
き
な
が
ら
、
晦
朔
に
お
け
る
「

藥
」
の
實

段
階

と
晦
朔
以
降
の
盈

に
と
も
な
う
實

段
階
と
に

第
を
分
け
て
、

小

天
の
展
開
を
整
理
し
た
い
。
そ
の
後
で
、
別
の

に
も

り

つ
つ
、
小

天
法
が

離
の
交
會
に
よ
っ
て
先
天
乾
卦
と
先
天
坤

卦
と
を
と
も
に
回
復
す
る
法
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
解

す
る
。

２
）
晦
朔
に
お
け
る
實

第
十
八

の

で
は
、

の
晦
朔
に
い
か
な
る
現

が

こ

五
八

朱
元
育
『
參
同

幽
』
の

丹
法
に
つ
い
て



る
か
が
解

さ
れ
る
。

此
の
時
、
日
と

と
竝
び
に

を
行
く
に
、
日

符
を
合

す
る
こ
と
、
正
に
晦
朔
の
中

に
在
り
。
吾
が
身
の
日

・

光
は
、
一
は
南
に
一
は
北
に
あ
り
、
眞

に
賴
り
て
以
て

ひ
て
之
を
攝
（
と
ら
）
へ
、
方
め
て
中

・
神
室
に
交
會

せ
し
む
れ
ば
、
水
火

濟
す
る
こ
と
、
正
に

・

の
中

に
在
り
。

な
る
こ
と
極
ま
り
靜
な
る
こ
と
篤
け
れ
ば
、
神

自
か
ら
生
ず
。

ち
一
刻
の
中
の
眞
晦
朔
な
り
。
故
に
曰

く
、
晦
朔
の

、
合
符
し
て
行
中
す
、
と
。〔
こ
の
と
き
〕

の
日

は
、
魂
魄
を
以
て
相

み
、
吾
が
身
の
日

は
、

光
を
以
て
相
感
ず
。
神
、

穴
に

る
の
時
に
當
り
、

え
ず
聞
こ
え
ず
、
天
無
く
地
無
く
、

璣
一
時
停
輪
し
、
復

た
び
混
沌
に

り
、

び

濛
に
入
る
、

ち
此
れ
混
混
沌

沌
の
中
、
眞
陰
・
眞
陽
自
か
ら
相

合
す
る
な
り
。

（「

離
交

第
十
八
」

、

二
、
九
葉
裏
）

こ
こ
で
は
「
晦
朔
中

」、
す
な
わ
ち
晦
と
朔
に
は
さ
ま
れ
た
時

帶
に
お
い
て
「
日

」
が
一
つ
に
な
る
と
い
う
『
參
同

』
本

に

べ
ら
れ
た
現

が13
）、

修
行

の
身
體
に
お
い
て
は
ど
の
よ

う
な
事
態
と
し
て
感
知
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
解

さ
れ
て
い
る
。

修
行

の

身
體
時

と
し
て

こ
る
晦
朔
は
、
外
な
る
天

地
の

に
お
け
る
晦
朔
に
對
し
て
「
眞
晦
朔
」
と

さ
れ
て
い

る
。
こ
の
引
用
で
は
、
修
行

の
身
體
に
お
い
て
は
、
日
と

の

エ
ッ
セ
ン
ス
、
す
な
わ
ち
離

が
南
北
（

體

に
そ
れ
が
身
體

の
ど
こ
な
の
か
は
示
さ
れ
な
い
が
）
に

て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
言

わ
れ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、

離
は
身
體
レ
ベ
ル
で
は
「
身
」

と
「
心
」
と
し
て
分
離
し
て

在
す
る
と
さ
れ
る
の
で
、
そ
の

な
分
離

態
が
こ
こ
で
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

「

離
交

」
は
、
こ
の
よ
う
な
身
體
の
中
に
別
々
に
存
在
す
る

離
を
ひ
と
つ
に
融
合
さ
せ
て
そ
れ
を
乾
坤
へ
と
轉
換
す
る
こ
と

で
、
後
天
の
段
階
か
ら
先
天
の
段
階
へ
と
自
己
を

元
す
る

行

法
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
の
引
用
で
は
、
ま

だ
離
と

と
を
「
眞

」
に
よ
っ
て
「
中

神
室
」
へ
と

い
立

て
て
兩

を
交
合
さ
せ
る
と
い
う

離
の
融
合
ま
で
し
か

か
れ

て
お
ら
ず
、
そ
れ
が
乾
坤
へ
と
轉
換
す
る
し
く
み
に
つ
い
て
は
、

五
九

朱
元
育
『
參
同

幽
』
の

丹
法
に
つ
い
て



ま
た
別
の
箇

が
參
照
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い14

）。
な
お
、「
中

神

室
」
と
は
「
中
宮
神
室
」
の
別
名
で
、「

庭
」「

」
と
同
じ

身
體
部
位
の
呼

で
あ
ろ
う
。
中
央
土
德
の
力
を
も
つ
場
で
あ
る

こ
と
か
ら
、

（
北
・
水
）
離
（
南
・
火
）
を
中
和
す
る
の
に
ふ

さ
わ
し
い
部
位
と
い
え
る
。
ま
た
、「
中
宮
」
は
、
人
が
生
ま
れ

る
時
に
、
先
天
乾
卦
に
由
來
す
る
「
元
始

」
が
宿
る
場

で

も
あ
り
、
先
天
と
後
天
と
い
う
二
つ
の

元
を
結
び
つ
け
る
中

點
で
も
あ
る
。
日

の
交
合
は
、
こ
こ
で
「
水
火

濟
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
が
、「
水
火

濟
」
と
は
、『
易
』
の

濟
卦
が
水
の
表

で
あ
る

卦
と
火
の
表

で
あ
る
離
卦
を
上
下
に

す
る
の
に

基
づ
く
用
語
で
あ
り
、
晦
朔
に
お
け
る
水
火
（
す
な
わ
ち

日
）

の
交
合
を

味
す
る
。
こ
れ
は
「

離
交

」
に
與
え
ら
れ
た
別

名
と
し
て
理
解
で
き
よ
う15

）。

引
用
の

後
の
部
分
で
は
、「
水
火

濟
」
は
「
神
」
が
「
氣

穴
」（「
氣
穴
」
は
下
丹
田
に
あ
る
）
に

る
時
に
行
わ
れ
る
と

べ
ら
れ
て
い
る
（「
當
神

穴
之
時
」）。「
中

神
室
」
で
交
わ

っ
た

離
は
、
下
丹
田
へ
と
下
降
移
動
し
て
、
そ
の
後
に
來
る

天
火
候
に
よ
る
身
體

の
移
動
に
そ
な
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

３
）

の
盈

と
と
も
に

行
す
る
實

上
項
で
は
、
晦
朔
に
行
わ
れ
る
べ
き
「
水
火

濟
」
す
な
わ
ち

離
の
融
合
の

を
見
た
。
本
項
で
は
、
晦
朔
に
續
く
時

に

お
け
る
修
行

に
關
す
る
描
寫
を

討
す
る
。

に
引
用
す
る

「

丹
法

第
十
四
」
朱

は
、
丁
度
上
項
で
見
た
段
階
の
直

後
の
實

か
ら
そ
の
記

を
始
め
て
い
る
と
い
え
る
。

離

に

に
交
會
す
れ
ば
、
兩
物
を

し
、

合
し

て
一
と
爲
し
、

ひ
て
坤
爐
の
中
に
在
ら
し
む
。
時

一
た

び
到
る
や
、
大
藥
便
ち
產
ま
れ
ん
。〔
崔
公
入
藥
鏡
に
〕

謂
る
水

の
鉛
は
只
だ
一
味
な
り
と
は
、
是
れ
な
り
。
大
藥

に
產
ず
れ
ば
、

ち

（
い
そ
）
ぎ

取
す
。
當
に
眞

を
以
て
媒
と
爲
し
、

風
混
合
し
て
、
徐
徐
に
坤
爐
從
り
、

升
ら
せ
て
乾

に
入
ら
し
む
れ
ば
、
方
め
て
凝
り
て
丹
と

る
を
得
ん
。
故
に
曰
く
、

治
し
て
之
を

合
し
、
持
し
て

赤
色
門
に
入
ら
し
む
、
と
。
此
の
二
句
に
は

・
舐
・
撮
・

閉
、
無
數
の
作
用
の

に
在
る
有
り
。
赤
色
門
と
は
、

ち

宮
乾

、
是
れ
な
り
。〔
大
〕
藥

に

に
升
れ
ば
、
漸

六
〇

朱
元
育
『
參
同

幽
』
の

丹
法
に
つ
い
て



く
凝
り
漸
く
結
す
。

徐
徐
に
乾

從
り
引
き
て
下
し
、

り
て

庭
に

せ
し
む
。
此
の
時
、
當
に
固
濟
の
法
を
用
ふ

べ
し
、
之
を
深
め

深
め
、
之
を
密
に
し

密
に
し
て
、
直

ち
に

極
靜
篤
な
る
に
到
れ
ば
、
一
點
の
眞
陽
の

、
方
め

て
泄
漏
せ
ざ
ら
ん
。
故
に
曰
く
、
其
の
際
會
を
固
塞
し
、
務

め
て
完
堅
な
る
を
致
さ
令
め
よ
、
と
。
固
塞
極
ま
れ
ば
、
一

陽
九
地
の
下
に
動
く
こ
と
、
形
烈
火
の
如
し
、
關
を
斬
り
て

出
で
ん
。
正
子
時
一
た
び
到
れ
ば
、
亟
か
に
當
に
眞
火
を
發

し
て
以
て
之
に
應
ず
べ
し
。

「

丹
法

第
十
四
」

、

一
、
六
十
二
葉
裏
〜
六
十
三
表
）

ま
ず
「

」
で

離
が
交
合
す
る
。
こ
れ
は

項
で
の
引
用

に
お
い
て
「
水
火

濟
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
、
晦
朔
に
お
け
る
水

火
す
な
わ
ち
日

の
交
會
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
先

の

り
、

「

」
と
は
「

庭
」、
す
な
わ
ち
「
中
宮
」
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

と
離
の
兩
物
は
結
合
し
た

態
で
「

庭
」
か
ら
「
坤
爐
」
へ

と
移
動
す
る
。「
坤
爐
」
と
は
下
丹
田
の
謂
い
で
あ
る16

）。
す
な
わ

ち

離
の
結
合
物
は
下
丹
田
へ
と
移
動
し
て
そ
こ
で

わ
れ
る
。

こ
こ
で
時

が
到
來
し
「
大
藥
」
が
得
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
先

の
「
活
子
時
」
が
至
っ
て
、「
坤
爐
」
に
お
い
て
丹

藥
が
顯
在

す
る
の
で
あ
る
。「
大
藥
」
は
す
ぐ
さ
ま
「

取
」

さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、「

風
混
合
」
の
よ
う
な
し
か
る
べ
き
手
段

に
よ
っ
て
「
坤
爐
」
か
ら
「
乾

」
へ
と
上
昇
さ
せ
ら
れ
、
そ
こ

で
凝
結
し
て
「
丹
」
と

る
。
す
な
わ
ち
、「
金
丹
」
の

立
で

あ
る17

）。「
乾

」
は
天
に
比
せ
ら
れ
て
、
坤
爐
に
對
置
さ
れ
る
部

位
で
あ
り
、
引
用
中
で
は
そ
れ
が
「

宮
」
す
な
わ
ち
中
丹
田

（
心

）
で
あ
る
こ
と
が

言
さ
れ
て
い
る
。「
乾

」
で
凝
結
し

て
「
金
丹
」
と
な
っ
た
「
大
藥
」
は
そ
こ
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
降
下

し
て
「

庭
」
へ
と

ら
れ
、

に
「

離
の
交
會
」
す
な
わ

ち
「
水
火

濟
」
が

こ
っ
た
場

に

す
る
。
こ
こ
で
し
っ

か
り
と
密
封
さ
れ
る
う
ち
に
「
正
子
時
」
が
到
り
、

は
大

天

へ
と
移
行
す
る
。

實
は
、「
乾

」
が
身
體
中
に
占
め
る
位
置
に
つ
い
て
は
問
題

な
し
と
し
な
い
。
確
か
に
、
こ
の
箇

で
「
乾

」
は
「

宮
」

と
さ
れ
る
が
、
朱
元
育
の

作
に
お
い
て
「
乾

」
が
「

宮
」

（
す
な
わ
ち
、
心
、
中
丹
田
）
で
あ
る
こ
と
を
言
う
の
は
こ
の
一
箇

六
一

朱
元
育
『
參
同

幽
』
の

丹
法
に
つ
い
て



の
み
で
あ
る
。『
參
同

幽
』
で
は
、
大

天
法
の
描
寫
に

も
「
坤
爐
」
と
「
乾

」
が
出
る
が
、
そ
こ
で
は
「
乾

在
天
谷

中
」

二
、
七
十
三
葉
表
）
と
言
わ
れ
、「
乾

」
は
頭
部

に
あ
る
こ
と
が

言
さ
れ
て
い
る
。
朱
元
育
『
悟
眞

幽
』
に

は
「
乾

」
の
語
が
何
度
か
出
、
そ
れ
を
「
天
谷
泥
丸
」
と
す
る

く
だ
り
は
存
在
す
る
が
、「
乾

」
を
以
て
「

宮
」
に
一
致
さ

せ
る
例
は
見
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
伍
守
陽
の
場
合
も
、「
乾

」

を
「
上
田
」
と
見
な
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る18

）。
し
た
が
っ
て
、

「
乾

」
を
「

宮
」
と
す
る
こ
の
箇

に
お
け
る
記
載
は
特
殊

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
小

天
法

と
大

天
法
と
で
は
「
乾

」
の
位
置
が
變

す
る
と
い
う

を
立
て
る
な
ら
、
小

天
法
に
お
い
て
そ
れ
が
「

宮
」
に
相
當

す
る
と
み
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ

の

の
も
と
、『
參
同

幽
』
に
お
い
て
朱
元
育
は
小

天

法
と
大

天
法
と
で
「
乾

」
を
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
身
體
部
位
に

想
定
し
、

で
は
「

宮
」（
中
丹
田
）、
後

で
は
「
天
谷
」

（
上
丹
田
）
と
す
る
と
い
う
解
釋
を

っ
て
お
く
。

以
上
に
よ
っ
て
、『
參
同

幽
』
に
お
け
る
小

天
法
は
、

①
體

に
南
北
に
分
離
し
て
い
た

離
を

庭
で
交
合
さ
せ
「
水

火

濟
」
し
、
②

離
兩

の
混
合
物
を
「
坤
爐
」
に
移
す
と
、

③
「
活
子
時
」
が
至
っ
て
「
大
藥
」
が

取
さ
れ
る
。
④
そ
の
直

後
、「
大
藥
」
を
「
坤
爐
」
か
ら
「
乾

」
に
上
昇
さ
せ
、
⑤

「
乾

」
の
中
で
「
大
藥
」
は
凝
結
（「
漸
凝
漸
結
」）
し
て
「
金

丹
」
と
な
り
、
⑥

後
に
「
大
藥
」＝

「
金
丹
」
は
「

庭
」
に

る
、
と
い
う
實

と
し
て
總
括
で
き
よ
う
。
小

天
は

「
大
藥
」
を

取
し
て
「
金
丹
」
に

す
る

と
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

な
お
、
こ
こ
に
加
え
る
べ
き
も
う
一
つ
の
重

な
點
と
し
て
、

の
盈

の
時

念
と
、
修
行
の

行

と
の
對
應
關
係
が

あ
る
。
今
は
紙
幅
の
關
係
で
ご
く

略
に
示
す
に
と
ど
め
る
。
ま

ず
、
①
〜
③
が
晦
朔
に
相
當
す
る
こ
と
は

に
見
た

り
で
あ
る
。

④
は
、
震
卦
三
日

か
ら
兌
卦
上
弦

を
經
て
、
乾
卦

に
至

る

で
あ
る
。
⑤
は
乾
卦

の

況
で
、「
此
の
時
藥
已
に

に
升
り
、
金

ん
に
滿
ち
、
光
太

に
徹
る
」（「

離
交

第
十
八
」

、

二
、
十
二
葉
表
）
と
言
わ
れ
る
。
金
丹
の

立

で
あ
る
。
⑥
は
、
巽
卦
十
六
日
お
よ
び
艮
卦
下
弦

を
經
た
後
、

六
二

朱
元
育
『
參
同

幽
』
の

丹
法
に
つ
い
て



坤
卦
三
十
日
に

光
が

び
失
わ
れ
晦
朔
に
入
る
時
に
お
け
る

「
大
藥
」＝

「
金
丹
」
の
位
置
で
あ
る
。
以
上
の
對
應
は
す
べ
て

「

離
交

第
十
八
」

で

さ
に

か
れ
て
い
る
。

な
お
、
小

天
の
修

に
費
や
さ
れ
る
實
際
の

時

に
つ

い
て
、
朱
元
育
は
「
只
だ
一
時
に
在
る
の
み
」（

二
、
四
十
葉

表
）
と
言
う
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
「

中
の
金
華

に
升
り
、
離

中
の
流
珠

ち
降
り
て
、
兩
弦
の

の
相
交
る
は
、
只
だ
一
時
に

在
る
の
み
」（
同
上
）
と

べ
て
、
後

の
取

塡
離
に
よ
る

離
交

を
「
一
時
」、
す
な
わ
ち
、
約
二
時

の

に

さ
れ
る

べ
き
修
法
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
張
伯
端
が
『
悟
眞

』
の
七

言

句
で
「
一
時
辰

に
管
（
か
な
ら
）
ず
丹

ら
ん
」
と

べ
、

丹
（
す
な
わ
ち
玄
珠
と
し
て

藥
さ
れ
た
、

天
火
候
で

ら
れ
る

の
丹
）
は
一
時
の

に

立
す
る
と

べ
る
こ
と
に
由
來
す
る
で

あ
ろ
う19

）。
こ
の
よ
う
に
、『
參
同

幽
』
の
小

天
は
、
ほ
ん

の
僅
か
な
時

で

さ
れ
る
も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

か
く
て
、「

離
交

」
が
小

天
法
に
よ
っ
て
身
體
中
の

離
を
結
合
し
て
「
大
藥
」
へ
と
一
元

し
、
そ
れ
を
鍛

す
る
こ

と
で
「
金
丹
」
へ
と
安
定

さ
せ
る
技
法
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で

き
た
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
の
部
分
で
は
、

離
の
融
合
が
す
な

わ
ち
大
藥
の
生

で
あ
る
こ
と
は

ら
か
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
が

先
天
乾
坤
の
獲
得
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
は
示
さ
れ

て
い
な
い
。
以
下
で
は
、
こ
の
點
を
中
心
に
見
て
ゆ
き
た
い
。

４
）
乾
卦
の
回
復
と
し
て
の
大
藥＝

金
丹
の
生

離
が
交
わ
る
と
そ
こ
か
ら
乾
坤
が
得
ら
れ
る
と
い
う
原
理
は
、

『
參
同

幽
』
に
お
い
て
は
、

謂
取

塡
離
の
法
と
し
て
何

度
か
言

さ
れ
る
。
取

塡
離
と
は
、
例
え
ば
元
の
陳
致

『
上

陽
子
金
丹
大

』

十
一
に
「

中
の
陽
を
回
（
か
へ
）
し
て
、

以
て
離
中
の
陰
を
實
た
せ
ば
、

ち
純
乾
を
復
し
て
眞
人
と

ら

ん20
）」

と
し
て
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、

卦
中

を
取
り
出
し
て
離

卦
中

に
充
塡
し
て
純
陽
の
乾
卦
を

立
さ
せ
る
と
い
う
法
で
あ

る
。
勿
論
、

離
交
合
に
お
い
て
は
、
取

塡
離
の
ほ
か
に
、
そ

の
い
わ
ば
裏
側
と
し
て
、
離
卦
の
中

に

卦
の
中

が
嵌
め
ら

れ
て
坤
卦
が
作
ら
れ
る
と
い
う

が

行
す
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
紙
幅
の

合
か
ら
ご
く

略
に
で
は
あ
る
が

後
ほ
ど
言

す
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
先
ず
『
參
同

幽
』

六
三

朱
元
育
『
參
同

幽
』
の

丹
法
に
つ
い
て



の
取

塡
離
に
つ
い
て

べ
る
。

に
引
く
「

丹
法

第
十

四
」

に
は
ま
さ
し
く

離
交

す
な
わ
ち
小

天
法
に
お
い
て

取

塡
離
が
行
わ
れ
る
こ
と
が

確
に

か
れ
て
い
る
。

此
の

は

離
の
交
會
、
金
丹
の
法

を
言
ふ
な
り
。〔
中

略
〕
蓋
し

後
に

防
す
る
こ
と

已
に
完
固
に
し
て
、
絲

毫
も
走
漏
す
る
を
容
れ
ざ
ら
し
む
れ
ば
、
爐
中
の
眞

自
然

に
發
生
せ
ん
。
然
る
後

中
の
陽
を
抽
き
て
、
離
中
の
陰
に

塡
ず
れ
ば
、
北

中
の
太
陽
の
眞
火
、

蒸
上

し
、
須

の

に
、
離
宮
の
眞
水
之
に
應
ず
。
先
時
に
は

し
て
白
液

と
爲
り
、
後
に
は
乃
ち
凝
り
て
至
堅
と
な
ら
ん
。
兩

に
交
會
し
、

旋
し
て
停
ら
ざ
れ
ば
、

輿
の

有
ら
ん
。

（「

丹
法

第
十
四
」

、

一
、
六
十
一
裏
〜
六
十
二
葉
表
）

こ
こ
で
は

頭
に

離
交
會
、
金
丹
生

の

況
を

く
く
だ
り

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
小

天
に
つ
い
て
の
記

で
あ

る
こ
と
が

白
で
あ
る
。
ま
ず

目
さ
れ
る
の
は
、「
爐
中
」（
坤

爐
す
な
わ
ち
下
丹
田
で
あ
ろ
う
）
に
眞

が
發
生
し
た
後
、

卦
の

中

で
あ
る
陽

を
引
き

い
て
、
こ
れ
を
離
卦
中

の
陰

に

充
塡
す
る
（「
抽

中
之
陽
、
塡
離
中
之
陰
」）
と
す
る
く
だ
り
で
あ

る
。
い
わ
ゆ
る
取

塡
離
が
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
と
見
て
よ
い
。

に
、「
自
然
發
生
」「
上

」「
凝
而
至
堅
」「
交
會
於

」
と

い
っ
た
い
く
つ
か
の
表
現
に

目
す
る
と
、
先
に
見
た
小

天
に

お
け
る
大
藥
生

と
金
丹

の

が
、
こ
こ
に
お
い
て
別

の
表
現
で

現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
爐
中
眞

自
然
發
生
」
と
は
、
上
で
見
て
き
た
「
活
子
時
」
に

お
け
る
「
大
藥
」
の

取
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。「
然
る
後
」

に
取

塡
離
が
行
わ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
晦
朔
を

し
た
後
に
、

卦
の
中

が
「（
坤
）
爐
」
か
ら
「
上

」
し

て
、

の
頃
に
（
こ
こ
に
は
言

さ
れ
な
い
が
）「
乾

」
に
至

り
、
離
卦
と
交
わ
っ
て
、
乾
卦
と
な
る
こ
と
を

べ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
先
に
見
た

で
は
、「
大
藥
」
が
「
漸
凝

漸
結
」
す
る
の
が
乾
卦

に

こ
る
現

で
あ
っ
た
。「

日

に
至
れ
ば
、
三
五
の
德
始
め
て
圓
（
ま
ど
）
か
な
り
、
乃
ち
乾
體

を

す
」（「

離
交

第
十
八
」

、

二
、
十
二
葉
表
）
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
、

が
滿

に
な
る
こ
と
は
そ
の
ま
ま
「
乾
體
」

六
四

朱
元
育
『
參
同

幽
』
の

丹
法
に
つ
い
て



の

立
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

丹
理
論
で
は
、
こ
れ
は
取

塡
離
が
實

さ
れ
て
乾
卦
が
完

す
る
時
と
し
て
解
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
ひ
と
つ
の
晦
朔
か
ら

の
晦
朔
に
か
け
て
行
わ
れ

る
小

天
法
は
、
晦
朔
に
お
い
て

庭
で

離
を
結
合
さ
せ
、
坤

爐
で
大
藥
を
生

し
、
そ
の
後
、
三
日

震
卦
の
頃
か
ら

に

か
け
て

卦
中

を
離
卦
中

と
交
合
・
交
代
さ
せ
、

に
乾

體
を

就
し
、

後
に
乾
體
た
る
金
丹
を

庭
へ
と

る
と
い
う
、

取

塡
離
を
核
と
し
た
乾
體
獲
得
の
法
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

５
）
先
天
金
性
の
回
復
と
し
て
の
乾
卦
獲
得

こ
の
よ
う
に
、
小

天
法
で
は

離
交

に
よ
る
乾
卦
の
回
復

が
な
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
先
天
の
金
性
の
回
復
と
し
て
た
び
た
び

さ
れ
る
。
乾
卦
が
先
天
の
金
性
で
あ
る
こ
と
は
、「
金

性

第
十
」

に
「
矧
ん
や
此
の
本
來
の
金
性
は
、
原
（
も
）
と

乾
元
に
屬
す
、
天
地
に
先
だ
ち
て
生
じ
、
萬
去
不

な
り
」
と
し

て

確
に

か
れ
て
い
る21

）。
ま
た
、

離
交

の
究
極

な

義

が

卦
中

の
金
に
基
づ
い
て
乾
卦
の
金
を
回
復
す
る
點
に
あ
る

こ
と
が
「

丹
名
義

第
十
五
」

で

に
よ
う
に
表
現
さ
れ
て

い
る
。其

、
乾
中
の
金
、
變
じ
て

を

す
、
便
ち
是
れ
性
轉
じ

て

と
爲
る
な
り
。
一
た
び
轉
ず
れ
ば
則
ち
轉
ぜ
ざ
る

無

く
、
輪
廻
顚
倒
、
只
だ
目

に
在
る
の
み
。

謂
る
順
ひ
去

（
ゆ
）
き
て
人
を
生
じ
物
を
生
ず
る
な
り
。
今
、
仍
り
て

中
の
眞
金
を
取
り
、

し
て
乾
に

せ
し
む
れ
ば
、
便
ち
是

れ

り
て
性
と
爲
る
な
り
。
一
た
び

れ
ば
則
ち

ら
ざ

る

無
く
、
堅
固
圓
常
に
し
て
、
無
漏
に

超
す
、

謂
る

ら
ひ
來
れ
ば

を

し
仙
を

す
な
り
。

（「

丹
名
義

第
十
五
」

、

一
、
六
十
七
葉
裏
）

卦
中

の
眞
金
を
手
が
か
り
と
し
て
乾
卦
の
金
を
回
復
す
る
こ

と
が
、
す
な
わ
ち
、
後
天
の

か
ら
先
天
の
性
へ
の
回

で
あ
り

仙
の

就
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

六
五

朱
元
育
『
參
同

幽
』
の

丹
法
に
つ
い
て



６
）
小

天
に
關
す
る
補
足

坤
卦
の
獲
得
と

在

な
乾

卦
の

立

小

天
法
の

構
築
を

え
る
に
あ
た
り
、
二
點
ほ
ど

に

捕
捉
す
る
。
ひ
と
つ
は
、「

離
交

」
の
結
果
、
坤
卦
は
如
何

に
し
て
形

さ
れ
る
か
に
つ
い
て
で
あ
る
。「
性
命

元

第
二

十
」

で
は
、「
離
中
の
陰
復
た
坤
に

り
、

中
の
陽
復
た
乾

に

る
」（

二
、
二
十
六
葉
表
）
と

べ
、

離
交

の
結
果
、

乾
卦
の
み
な
ら
ず
坤
卦
へ
の

元
も
行
わ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。
更
に
、
朱
元
育
は
『
參
同

』
本

に
あ
る
「
性
は

に

處
る
こ
と
を

り
、

を
立
置
す
。

は
外
を
營
む
こ
と
を

り
、

郭
を
築
爲
す
」
を
踏
ま
え
て
、「

」
を
「
元
神
」
と

解
釋
し
、
こ
れ
を
乾
卦
の
金
性
そ
の
も
の
と
す
る
。
一
方
、
彼
は

坤
卦
を
「

」
を
守
る
「

廓
」
と
み
な
し
、
坤
卦
が
乾
卦
を

み

む

胎
と
な
る
こ
と
を
言
い
、

卦
が
乾
卦
を

み

む

か
た
ち
で
先
天
乾
坤
が
獲
得
さ
れ
る
と
見
る
の
で
あ
る22

）。
た
だ
し
、

修
法
の
目

は
あ
く
ま
で
乾
卦
（
先
天
の
性
）
で
あ
る
「
元
神
」

を
獲
得
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
育
む
坤
卦
は
「
元
神
」
獲
得
の
手

段
の
地
位
に
甘
ん
じ
て
い
る
。
乾
卦
一
元
論
の
宇
宙
の

元
を
獲

得
す
る
上
で
、
坤
卦
は

後
に
切
り
落
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
捕
捉
は
、
乾
の
回
復
の
時

に
關

す
る
。
上

で
見
て
來
た
よ
う
に
、「

離
交

」
に
よ
っ
て
乾
が

立
す
る

時

は
、
基
本

に
は

の
十
五
日
に
對
應
す
る
時
と
見
て
良
い
。

し
か
し
、
朱
元
育
は
乾
の
獲
得
を
晦
朔
に
も

め
る
記

を

し

て
い
る23

）。
こ
れ
は
、
解
釋

の
想
像
力
に
よ
っ
て
補
わ
な
け
れ
ば

解
決
し
が
た
い
矛
盾
で
あ
る
か
に
見
え
る
。
い
ま
、
筆

な
り
の

解
釋
を
示
せ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。『
參
同

』
本

で
は
、

朔
旦
か
ら
三
日

（
震
卦
）
に
か
け
て
の

光
の
滿
ち

合
は
乾

卦
の

で
あ
る
「

九

」
に
對
應
す
る
と
さ
れ
、
三
日

（
震
卦
）
か
ら
上
弦

（
兌
卦
）
に
か
け
て
は
「
九
二
見

」、
乃

至
三
十
日
（
坤
卦
）
滿

に
つ
い
て
は
「
上
九
亢

」
に
對
應
す

る
こ
と
が
言
わ
れ
、

光
の
盈

が
乾
卦
の
各

に
關

づ
け
ら

れ
て
い
る
。
た
ま
た
ま
十
五
日
だ
け
は
九
二
と
九
三
の

に
位
置

し
て
、
直
接

に
は
乾
卦
の

に
對
應
さ
せ
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、

想
定
と
し
て
は
そ
こ
に
も
乾
卦
の

の
變

の

が
反
映
さ
れ

て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
考
え
る

と
、
實
際
に
顯
現
す
る
滿

で
あ
る
乾
卦
の
ほ
か
に
、
す
べ
て
の

六
六

朱
元
育
『
參
同

幽
』
の

丹
法
に
つ
い
て



の
盈

に
反
映
さ
れ
て
い
る

在

な
乾
卦
と
い
う
も
の
が
想

定
さ
れ
て
い
る
か
に
も
想
像
さ
れ
る
。
乾
卦
の

就
が
二
つ
の
時

に
お
い
て
な
さ
れ
る
と
い
う
矛
盾
を
解
決
す
る
た
め
に
、
筆

と
し
て
は
こ
の
想
定
を
用
い
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
つ
ま
り
、

晦
朔
の

離
交

に
お
け
る
（
活
子
時
に
お
け
る
）「
大
藥
」
の

取
は
、
あ
く
ま
で
も
乾
卦
の

在

な
獲
得
・
確
立
で
あ
り
、
そ

の
後
の
鍛

の

（
丹
藥
の
移
動
）
の
中
で

さ
れ
る
「
金

丹
」
の

立
こ
そ
、
乾
卦
の

面

な

立
・
顯
現
と
し
て
見
た

い
。

七
、
乾
坤
交

大

天
法
の

略

以
上
、

離
の
交
合
に
よ
っ
て
、
坤
が
金
性
で
あ
り
乾
體
で
あ

る
元
神
を

み

む
と
い
う
形
式
で
、
乾
坤
が

庭
の
中
に
獲
得

さ
れ
る
こ
と
が

ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
「
金
丹
」
の

立
で

あ
る
。「
金
丹
」
が

立
す
る
と
、
修
行

は
自
己
の
身
體
の
中

に
正
子
時
の
時

が
到
来
し
た
こ
と
を
知
覺
す
る
。
こ
こ
に
大

天
法
に
よ
る
乾
坤
の
合
一
の
修
法
が
開
始
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

大

天
法
の

略
は
「
乾
坤
交

第
十
九
」
の
末
尾
に
附
さ

れ
た
朱

に
お
い
て

も
よ
く
整
理
さ
れ
た
形
で

か
れ
て
い
る
。

其
の

す
る
や
、
須
べ
か
ら
く
正
子
時
の
作
用
を
識
る
べ

し
。
直
だ
亥
子
の
中

に
、
一
陽

め
て
動
き
、
水
中
に
火

を

こ
す
を
待
ち
て
、
方
め
て
閉
任
開
督
の
法
を
用
ふ
。
之

を
吹
く
に
巽
風
を
以
て
し24

）、
之
を
鼓
す
る
に

を
以
て
し
、

此
の
火
力
の
壯

な
る
に

（
し
た
が
）
ひ
て
、
河
車
を
駕

動
し
、
金
液
を
滿
載
し
、
太
元
關
自
り
、

流
し
て
天
谷
穴

に
上
る25

）。
交
會
の
際
、
百
脈
元
に

り
、
九
關
徹
底
し
、
金

頂
を
貫
き
、
銀
浪
天
を
滔
（
み
）
た
し
、
景

は

す

可
か
ら
ず
。
交
會

に
畢
は
れ
ば
、
陽
極
ま
り
て
陰
生
ず
、

ち

ぎ
關
を
開
き
火
を

け
、
徐
徐
に
重
樓
を
降
下
せ
し

む
。
此
の
時
、
正
に

（
か
な
ら
）
ず

を
防
ぎ
險
を
慮
り
、

慮
を
滌
ひ
心
を
洗
ひ
て
、
直
ち
に
土
釜
に

す
る
に
到
れ

ば
、
止
む
。
之
を
、
乾
坤
交

し
罷
れ
ば
、
一
點

庭
に
落

つ
、
と
謂
ふ
。
丹

に

に
入
れ
ば
、
卯
酉
の

天
火
候
を

用
ひ
る
を
須
ち
て
、
纔
か
に
凝
聚
す
る
を
得
。

胎
已
に
結

す
れ
ば
、
更
に
須
ら
く

し
て
、

び

哺
の
功
を
加
ふ

六
七

朱
元
育
『
參
同

幽
』
の

丹
法
に
つ
い
て



べ
し
。
胎
完
く
し
て

足
る
に

べ
ば
、
嬰
兒
居
を
上
田
に

移
す
。
先
天
の
元
神
變

し
て
出
で26

）、
自
然
に
形
神
俱
妙
に

し
て
、

と
眞
を
合
す
、
是
を
九
轉
金
液

丹
と
言
ふ
。

（「
乾
坤
交

第
十
九
」

二
、
二
十
一
葉
裏
〜
二
葉
表
）

こ
こ
で
は
「
乾
坤
交

」
の

容
が
、
督
脈
・
任
脈
を

じ
て

金
液
を
體

に
め
ぐ
ら
せ
る
法
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず

「
亥
子
中

」
す
な
わ
ち
一
年
で
い
え
ば
陰

十

か
ら
十
一

に
か
け
て
の

至
を
含
む
時
期
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
一
陽
が
動

く
瞬

で
あ
る
「
正
子
時
」
を
感
知
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

に

べ
た

り
、
こ
れ
も
「
活
子
時
」
と
同

に
外
な
る
天
地
の

時

で
は
な
く
、
修
行

の
身
體
の
自
然
に
基
づ
く
時

で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
一
陽
が
身
體

の
ど
こ
に
生
じ
る
か
は

記
さ

れ
な
い
が
、「
火
候

功

第
三
十
三
」
朱

に
、「
一
陽

め
て

動
き
、
正
子
時
到
れ
ば
、

ぎ
火
を
發
し
て
以
て
之
に
應
ぜ
よ
。

〔
中
略
〕
爐
中
の
金
液
を
逼
出
し
て
、
之
を
し
て
上
升
せ
令
め
、

此
の
火
力
に

ひ
て
、
河
車
を
駕
動
し
、
尾
閭
穴
自
り
、

流
せ

し
め
て
崑
崙
の
頂
に
上
ら
し
む
」（

二
、
八
十
一
葉
表
）
と

べ

て
い
る
の
が

さ
れ
る
。
こ
こ
に
言
う
「
爐
」
と
は
、「
坤
爐
」

す
な
わ
ち
下
丹
田
を
指
す
。
し
た
が
っ
て
、
眞
陽
が
動
く
の
は
下

丹
田
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
小

天
法
に
よ
っ
て
下
丹

田
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
が
「
金
液
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
、
こ

の
三
十
三

で

確
に
な
る
。

十
九

の
解
釋
に

る
。
こ
の
よ
う
に
小

天
の

わ
り
に

正
子
時
が
到
來
し
て
、
下
丹
田
で
眞
陽
が
生
じ
る
。
金
液
を
上
丹

田
（「
天
谷
穴
」）
に
ま
で

び
、
さ
ら
に
そ
れ
を
任
脈
に
よ
っ
て

中
丹
田
（
心

）
を
經
由
し
て
「

庭
」
に
下
ろ
す
。

庭
に
入

る
の
に
先
だ
っ
て
、
金
液
が
「

」
す
な
わ
ち
上
丹
田
（
天
谷
）

に

ば
れ
た
時
、
修
行

は
火
候
を
卯
酉
の
火
候
、
す
な
わ
ち

謂
沐
浴
の
火
候
に
切
り
替
え
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
金
液
は
凝
結
し
、

そ
れ
が

庭
に

し
て

胎
と
な
る
（「

胎
已
結
」）。

胎
が

結
實
す
れ
ば
、「

」「
哺

」
を
施
し
て
保

し
、「

胎
」

の
氣
が
完

に
充
足
す
る
と
、「

胎
」
は
「
胎
兒
」
と
な
っ
て

上
丹
田
へ
と
上
昇
し
、
や
が
て
體
外
へ
と
出
て
昇
天
、「
形
神
俱

妙
」
の

態
が
實
現
す
る
。
そ
れ
が

と
合
一
し
た

態
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
が
「
九
轉
金
液

丹
」
で
あ
る
と

六
八

朱
元
育
『
參
同

幽
』
の

丹
法
に
つ
い
て



い
う
。

な
お
、
上
記
の
大

天
法
の
解

に
お
い
て
言

さ
れ
る
語
彙

の
い
く
つ
か
は
、
別
の
箇

に
附
け
ら
れ
た
朱

で
特
定
の
長
さ

の
實

時

と
と
も
に
記
さ
れ
る
こ
と
が

目
さ
れ
る
。「
爐

妙
用

第
三
十
二
」
の
朱

で
は
、「
丹

は
九
轉
の
功
完
は
る

を
以
て
一

と
爲
し
、
十

に
し
て
結
胎
し
、
三
年

哺
す
」

（

二
、
七
十
四
葉
表
）
と

べ
て
お
り
、
大

天
を
經
て
更
に

「
結
胎
」（
す
な
わ
ち
上
で
言
う
「

胎
已
結
」）
に
至
る
ま
で
十
箇

、
さ
ら
に
「

哺
」
に
よ
っ
て
「
胎
完

足
」
に
至
る
ま
で
三

年
か
か
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
伏

功

第

三
十
一
」
朱

で
は
、「
九
年
面
壁
し
、
行
滿
ち
功
圓
か
な
れ
ば
、

忽
然
と
し
て
形
氣
の
表
に
超
出
し
、
號
し
て
眞
人
と
爲
る
。
故
に

〔『
參
同

』
に
〕
曰
く
、
積
累
す
る
こ
と
長
久
に
し
て
、
形
を
變

じ
て
仙
す
、
と
。
此
れ
を
之
れ
形
神
俱
妙
と
謂
ふ
、

と
眞
を
合

す
る
な
り
」
と

べ
て
お
り
、「
形
神
俱
妙
、
與

合
眞
」
は
、

九
年
に
わ
た
る
「
面
壁
」
の
打
坐
修
行
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る

こ
と
が

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
大

天
法
は
、
基
本

に
は
一

年
の

期
に
基
づ
く
も
の
な
の
で
、
正
子
時
以
後
十
箇

で
結
胎

す
る
時
ま
で
が
い
わ
ば
狹
義
の
大

天
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、「
乾
坤
交

」
の
實

は
そ
こ
で
は
ま
だ

わ
ら
ず
、
さ
ら
に
三
年
の

哺
、
九
年
の
面
壁
が
續
く
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
よ
っ
て

と
合
同
し
た
と
き
、
廣
義
の
大

天
は

わ
る
の
で
あ
る
。

後
に
、
な
ぜ
大

天
法
が
「
乾
坤
交

」
と
言
え
る
の
か
に

つ
い
て
考
え
た
い
。
小

天
法
が
取

塡
離
に
よ
っ
て
乾
坤
獲
得

を

確
に
理
論

し
た
よ
う
に
、
乾
坤
を
交
合
し
て
太

へ
の

を

確
に
示
す
よ
う
な
理
論
が
あ
る
の
か
、
い
ま
ひ
と
つ

ら

か
で
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、「

離
交

」
か
ら

の

を
考
え
れ
ば
、
大

天
法
が
「
乾
坤
交

」
の
實

で
あ

る
こ
と
は
お
の
ず
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「

離

交

」
の
小

天
法
の
實

に
よ
っ
て

立
し
た
「
金
丹
」
は
、

坤
卦
の
中
に
乾
卦
が

ま
れ
る
と
い
う
、
あ
る

味
で
そ
れ
自
體

が
乾
坤
一
體
の

胎
構

を
も
っ
て

立
し
て
い
た
。
小

天
法

の

點
に
お
い
て
、

と
離
と
が
體

で
南
北
に
分
離
し
て
い
た

の
と
異
な
り
、
大

天
法
の

點
で
は
、
乾
と
坤
と
は
す
で
に

胎
構

の
な
か
で
一
體

し
て
い
る
。
あ
と
は
、
こ
の
「
金
丹
」

六
九
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參
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の
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に
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い
て



を
「
金
液
」
と
し
て
三
丹
田
中
に
何
度
も

さ
せ
て
加
工
を
加

え
る
こ
と
で
、
乾
と
坤
と
を
眞
に
一
體

す
れ
ば
よ
い
、
そ
れ
が

「
乾
坤
交

」
と
し
て
の
大

天
法
の
目
標
で
は
あ
る
ま
い
か
。

「
乾
坤
交

第
十
九
」

で
、
朱
元
育
は
「
上

に
は

取
の

候
を

き
、
此
の

に
纔
か
に

の
候
を

く
」（

二
、
二

十
一
葉
裏
）
と

べ
、
第
十
八

に

く
小

天
法
と
第
十
九

に

く
大

天
法
の
關
係
を
、

藥
と
鍛

の
關
係
に
準
え
て
い

る
。
ま
さ
し
く
、
小

天
法
に
お
い
て

に
乾
坤
一
體
の
藥
は

藥
さ
れ
、
そ
れ
を
鍛

し
て
完

に

く
の
が
大

天
法
、
す
な

わ
ち
「
乾
坤
交

」
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

八
、
結
論

以
上
、『
參
同

幽
』
の

丹
法
の
基
本
を

構

し
た
。

そ
の
構

を
總
括
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
ま
ず
、「
小

天
（
廣
義
の
小

天
）」
が
行
わ
れ
る
。

時

約
二
時

の

修
法
で
あ
る
。
そ
の

容
は
、

に
「
水
火

濟
」
が
な
さ
れ
、

眞

に
よ
り
散
在
す
る
離

を

庭
に
集
め
て
一
つ
に
す
る
。

に
「
活
子
時
」
が
到
り
大
藥
が
生
じ
、
坤
爐
（
下
丹
田
）
に
お
け

る

藥
が
な
さ
れ
る
。

に
「

天
火
候
（
狹
義
の
小

天
）」
が

行
わ
れ
、「
取

塡
離
」
に
よ
っ
て
大
藥
は
坤
爐
か
ら
乾

（

宮
・
中
丹
田
、
た
だ
し
天
谷
・
上
丹
田
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な

い
）
に
入
り
凝
結
し
、
金
丹
が

立
。
金
丹
は

庭
へ

る
。
こ

の
時
、
金
丹
は
宇
宙
の
究
極

元
で
あ
る
乾
卦
の
金
性
、
す
な

わ
ち
元
神
を
、
坤
卦
が

み

む
と
い
う

胎
形
式
で

立
す
る
。

こ
れ
が
乾
坤
の

立
で
あ
る
。

に
「
大

天
（
廣
義
の
大

天
）」
が
行
わ
れ
る
。

時

約
十
箇

プ
ラ
ス
十
二
年
の
修
法
で
あ
る
。
そ
の

容
は
、

に
「
正
子
時
（
大

天
の

點
）」
が
到
り
、
大

天
の

藥
が
な

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
陽
が
動
き
、
坤
爐
（
下
丹
田
）
に
金
液

が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

に
「

天
火
候
（
狹
義
の
大

天
）」
が

行
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
金
液
は
尾
閭
か
ら
崑
崙
・
天
谷
ま
で

ば
れ
、
天
谷
で
凝
結
し
た
金
液
は

庭
に

す
る
。
こ
の
サ

イ
ク
ル
を
十
箇

く
り
か
え
し
、
金
液
を
鍛

す
る
こ
と
で
、

胎
が
完

す
る
。
そ
の
後
、

哺
を
行
う
こ
と
三
年
、
面
壁
を
行

う
こ
と
九
年
に
し
て
九
轉
金
液

丹
が

就
し
、
修
行
は
完

す

る
。

七
〇

朱
元
育
『
參
同

幽
』
の

丹
法
に
つ
い
て



以
上
に
よ
り

體

な
實

は
大
方

え
た
か
と
思
う
が
、

そ
の

を
朱
元
育
が
如
何
に
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
し
て
如
何
に

味

づ
け
る
か
に
つ
い
て
は
、
漏
れ
て
し
ま
っ
た
部
分
も
多
々
あ
る
。

そ
れ
を
ど
う

り

む
か
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
、

『
悟
眞

幽
』
の

容
と
の
關
係
も
敢
え
て
本
稿
で
は

れ
な

か
っ
た
。
そ
れ
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。『
邱

語

』
と
の
關

係
に
も

れ
る
餘
裕
は
無
か
っ
た
。
た
だ
、『
邱

語

』
の

容
に
つ
い
て
は
先
の
拙
論
で
ま
と
め
て
い
る
の
で
、
そ
れ
踏
ま
え

て
敢
え
て
言
え
ば
、『
邱

語

』
で
邱

由
來
の
法
と
し
て

揚
さ
れ
る
技
法
（
回
光
法
）
が
『
參
同

幽
』
で
同

に
重

さ
れ
る
形
跡
は
な
い
。『
參
同

幽
』
は
む
し
ろ
陳
顯
微
、
陳

致

、
李

純
と
い
っ
た
先
人
た
ち
の

丹
理
論
を
踏
ま
え
る
點

が
多
く
、
そ
れ
を
「
後
天

離
」
と
「
先
天
乾
坤
」
の
規
範
に
よ

っ
て
徹
頭
徹
尾

し
位
置
づ
け
て
ゆ
く
と
い
う
規
範
性
、
整
理

の

點
が
非
常
に
發

し
て
い
る
。『
參
同

幽
』
を
、

門

派
と
い
う
派
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
あ
ま
り

く
結
び
つ
け

な
い
ほ
う
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、

丹
法
の
修
行
經

の

部
に

門
派
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
發
見
す
る
こ
と
を

す
る
伍
守
陽
の

丹
法
と
は
根
本

に
異
な
る
點
で
あ
る
と
い
え

よ
う27

）。

參
考

（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
）

秋
岡
英
行
「
朱
元
育
の

丹
思
想

『
悟
眞

幽
』
を
中
心
に
」

『
中
國
學
志
』
二
一
、
二
〇
一
二
年
。

黎
志
添
「『
太
乙
金
華
宗
旨
』
の
淨

源
流
問
題

淸

常
州
に
お

け
る
呂

壇
信
仰
と
淨

と
の
關
係
か
ら
」
二
〇
一
六
年
一

一

一
二
日
、
日
本

敎
學
會
大
會
（
京

大
學
）
で

布
さ
れ

た

演
稿
日
本
語
版
。

劉
固

『

眞

老
學

究
』
香
港：

靑
松
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
。

森
由
利
亞
「『
邱

語

』
に
つ
い
て：

末
淸

の

眞
敎

門
派

の
系

に
關
す
る
補
足

考
察
」
山
田
利

、
田
中

雄

『

敎
の

史
と

』
東
京：

雄
山
閣
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、

二
五
七

二
七
三
。

「
伍
守
陽

門
派
の
正
統

識
と

傳：

『
丹

九

』
の

の
位
相
を
め
ぐ
っ
て
」『
東
方
宗
敎
』
一
一
六
、
二
〇
一
〇

年
十
一

。

「

眞
敎
の

承
と
正
統
性
の

發
見

末
か
ら

光

年

期
の

門
派
門
徒
と
蔣
予
蒲
の
呂

扶

信
仰
を
中
心

に
」（
博
士
論

）
二
〇
二
〇
年
三

早
稻
田
大
學

學

究
科
。

長
澤
（
石
田
）
志
穗
「
淸
代
中
國
に
お
け
る
瞑
想
の
展
開

『
太
乙

七
一

朱
元
育
『
參
同

幽
』
の

丹
法
に
つ
い
て



金
華
宗
旨
』
の

丹
思
想
」（
博
士
論

）
南
山
大
學
二
〇
一
一

年
十

。

趙
衞
東
「『
邱

語

』
與
丘
處
機
關
係
新
考

與
森
由
利
亞
先

生
商

」『
弘

』
第
五
八
期
二
〇
一
四
年
三

。

1
）
『
邱

語

』
は
、「
回
光
」
と
呼
ば
れ
る
技
法
を

門
派
の

「
宗
門
眞
訣
」
と
し
て
載
せ
、

し
て
い
る
。
森
（
一
九
九
八
）

二
六
五
頁
參
照
。

２
）
『
參
同

幽
』
序
（

一
、﹇
序
﹈
二
葉
表
）。
朱
元
育
は
同

序
の

段
で

に
「
此
書
」
の
語
に
よ
っ
て
『

易
參
同

』
を

表
し
て
い
る
。

３
）
『
二
曲
集
』

載

淸
「
二
曲
先
生
年

」
康
熙
十
年
二

十
八
日
條
に
は
「

靜

、
字
爲
谷
、
性

直
。
家
貧
、
授
徒
得

修

、

父
母
兄
嫂
凡
五
喪
。
自
奉

一
袍
、
夏
一
葛
、
非
敝
盡

不
更
也
。

門
有

給
、

以
施
困

、
囊
中
不
留
一
錢
。

素
好
白
沙
・

之
學
、

專
於
易
。
疾
革

一
日
、
邀
同
志
聚

談
極

、
已
而
沐
浴
更
衣
、
揮
手
爲
別
而
逝
」
と
あ
る
。
こ
れ
を

見
る
と
、

靜

は
、
淸
貧
に
甘
ん
じ
、
陳

（
一
四
二
八

〜
一
五
〇
〇
）・
羅
汝
芳
（
一
五
一
五
〜
一
五
八
八
）
の
學
と
易

を
好
ん
だ
と
さ
れ
、
ま
た
生
徒
を
取
っ
て
修

を
得
て
お
り
、
家

人
の
た
め
に
喪
葬
を
行
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
か
ら
考
え
れ
ば
、
李

邊
の
人
々
か
ら
は
、

靜

は
儒

と
し
て

識
さ
れ
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
、
在
家
の
生
活
を
營
ん
で
い
た
と
見
て
よ
い
。

家
の
實

と
し
て
は
在
家
の

丹
家
で
あ
っ
た
と
見
て

い
な
か
ろ
う
。
陳
俊
民
點
校
『
二
曲
集
』
北
京：

中
華
書
局
、
一

九
九
六
年
、
六
五
八
〜
六
五
九
頁
。

４
）

一
、﹇
序
﹈
三
葉
裏
。

５
）

３
）參
照
。

６
）

朱
元
育
は
、『

易
參
同

』
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、「
陳
顯

微

本
」「
陳

吾

本
」

び
「
兪
玉
吾

本
」
に
言

す
る

（

二
、
九
十
四
葉
裏
）。
す
な
わ
ち
、
南

陳
顯
微
『

易
參
同

解
』、
元
陳
致

『

易
參
同

解
』

び
元

『

易
參

同

發
揮
』
で
あ
ろ
う
。

７
）
「
乾
坤
門

第
一
」

、

一
、
二
葉
表
〜
三
葉
表
參
照
。

８
）

た
だ
し
、
序

に
は
「
伯
陽
魏

、

卦

法

以
顯
性
命
根

源
。
性
乃
萬
劫
不

之
元
神
、
命
則

無

、
元
始
至

也
」

（

一
、﹇
序
﹈
一
葉
表
）
と
い
う
よ
う
に
、「

」
を
も
っ
て

「
命
」
を
指
す
例
が
あ
り
、

脈
に
よ
っ
て
そ
の

味
す
る
範
圍

に

れ
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
本

で

討
し
た
よ
う

に
、「
元
始

氣
」
も
し
く
は
「

」
を
乾
卦
に
由
來
す
る
陽

氣
と
見
る
見
方
は
朱
元
育

に
お
い
て
複
數
確

で
き
る
の
で
、

こ
こ
で
の

味
も
乾
卦
の
陽
氣
と
取
る
。
な
お
、
朱
元
育
が
參
照

し
て
い
る
「

」
の
先
例
と
し
て
、
李

純
『
中
和
集
』
の

の
一

が
考
え
ら
れ
る
。「

藥
、
先
天
一
點
眞
陽
是
也
。
譬
如

乾
卦

中
一
畫
交
坤
、

水
是
也
。
中
一
畫
本
是
乾
金
、
異

七
二

朱
元
育
『
參
同

幽
』
の

丹
法
に
つ
い
て



名
水
中
金
、
總
名
至

也
。
至

固
而
復

。

、
乃
先

天

無
眞
一
之
元

、
非
呼

之

。
如
乾

中
一
畫
交
坤
、

了
、
却
交
坤
中
一
陰
入
于
乾
而

（
マ
マ
）。

中
一
陰

本
是
坤
土
。
故
異
名
曰
砂
中
汞
是
也
」（『
中
和
集
』

二
、
五
葉

表
〜
裏
）
こ
こ
で
は
、

卦
中

が
乾
卦
に
由
來
し
、
そ
れ
が

元
さ
れ
る
と

と
呼
ば
れ
る
と
さ
れ
る
。

９
）
「
中
宮
」
は
『
參
同

幽
』
朱

で
は
、「
中
宮
眞
土
」
と
し

て
し
ば
し
ば
言

さ
れ
る
中
央
土
德
の

官
で
あ
る
。「
中
宮
神

室
」
と
も
言
わ
れ
る
。
李

易
『
玉
谿
子
丹
經
指

』（
景
定
五

﹇
一
二
六
四
﹈
年
序
）

下
に
は
「

庭

中
宮

也
」（

下
、

四
葉
裏
）
と
あ
り
、
そ
れ
が
「

庭
」
や
「

」
と
同
一
で
あ

る
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
實
際
、『
參
同

幽
』
の
朱

で

は
、「
中
宮

庭
乃
是
人
位
」（

二
、
七
十
葉
表
）
と
し
て
、

「
中
宮
」
と
「

庭
」
を
同
一

す
る
表
現
が
あ
る
。

10
）

例
と
し
て
は
、

末
伍
守
陽
（
一
五
七
四
〜
一
六
四
三
）
が

「

離
交

」「
乾
坤
交
」
と
い
う
語
を
用
い
て
、
小

天
と
大

天
を
區
別
し
「
小

天

、

離
交

之
火
候
、
以
雙
修
性
命

」、「
大

天

、
乾
坤
交
、
陰
陽
混
一
之
火
候
」（『
仙
佛
合
宗

語

』「
李
羲
人
七
問
」
畢
三
、
二
葉
裏
）
と

べ
る
例
が
あ
る

の
を
參
照
。

11
）
『
重
刊

藏
輯

』
本
『
參
同

幽
』
で
は
第
十
九

の

題
を
「

坤
交

第
十
九
」（

二
、
十
五
葉
裏
）
と
記
す
が

「

」
は
「
乾
」
の

り
で
あ
る
。
以
下
、
本

で
は
特
に

ら

な
い
限
り
「
乾
」
字
に
改
め
て
記
載
す
る
。

12
）

朱
元
育
は
、
八
卦
の

甲
は
「
先
天
圖
」
に
基
づ
く
と
解
し
て

「
先
天

甲
」
と

す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

容
は
い
わ
ゆ
る

甲

と
變
わ
ら
な
い
。

13
）

晦
朔
が
日

の
交
會
で
あ
る
こ
と
を
端

に
表
現
す
る
『
參
同

』
の
句
と
し
て
は
、「
晦
至
朔
旦
、
震
來
受
符
。
當
斯
之
際
、

天
地

其

、
日

相

持
」
が
あ
る
。

14
）
「
眞

」
に
つ
い
て
は
、
森
（
二
〇
二
〇
）
第
二
部
第
三

を

參
照
。

15
）

卦
・
離
卦
が
そ
れ
ぞ
れ
水
と
火
を
表
す
こ
と
は
『

易
』

卦
傳
に
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ

と
日
を
表
す
こ
と
は
、『
參
同

』

本

に
「

戊

、
離
己
日
光
」「

男
爲

、
離
女
爲
日
」

な
ど
と
し
て

示
さ
れ
、「

＝

水＝

」「
離＝

火＝

日
」
と
し

て
整
理
で
き
る
。

16
）

伍
守
陽
『
天
仙
正
理
直
論
』「

直
論
第
三
」
を
見
る
と
、

「
不
知
身
中

本
有

、
有
乾
坤
爐

之
喩
」
に

し
て
「
乾
爲

上
田
、
亦
天
在
上
。
坤
爲
下
田
、
亦
地
在
下
」（
畢
四
、
十
七
葉

表
）
と

べ
て
お
り
、「
乾
坤
爐

」
の
う
ち
の
「
乾
（

）」
を

「
上
田
」
す
な
わ
ち
上
丹
田
に
想
定
し
、「
坤
（
爐
）」
を
「
下
田
」

す
な
わ
ち
下
丹
田
と
す
る
。
朱
元
育
は
坤
爐
を

確
に
身
體
部
位

に
結
合
し
て

く
こ
と
を
し
な
い
が
、「

以
乾

法
天
、
坤
爐

地
、
可
見
人
身

一
天
地
。
天
地

我
一
大
爐

也
」（「

爐
妙
用

第
三
十
二
」

二
、
七
十
七
葉
裏
）
と

べ
、
坤
爐
を

七
三

朱
元
育
『
參
同

幽
』
の

丹
法
に
つ
い
て



人
身
に
お
け
る
地
と
す
る
。

丹
に
お
い
て

も
低
い
部
位
は
下

丹
田
で
あ
る
か
ら
や
は
り
坤
爐
は
下
丹
田
と
見
な
さ
れ
て
い
る
で

あ
ろ
う
。

17
）

後

の
如
く
、「
大
藥
」
が
「
乾

」
に
至
る
の
は

の
盈

で
い
え
ば
乾
卦

の
時
で
あ
る
が
、「
乾
坤
交

第
十
九
」

で
は
「
至
於

圓
丹
結
、
是
謂
金
丹
」（

二
、
二
十
一
葉
裏
）

と

べ
、
そ
の
時
に
「
金
丹
」
が

立
す
る
こ
と
を

ら
か
に
し

て
い
る
。

18
）

16
）參
照
。

19
）

同
詩
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

藏
本
『
紫
陽
眞
人
悟
眞

疏
』

四
、
二
葉
裏
參
照
。

20
）
『
上
陽
子
金
丹
大

』

十
一
、
九
葉
裏
參
照
。

21
）
「
金

性

第
十
」

、

一
、
四
十
五
葉
表
。

22
）
「
兩
弦
合
體

第
九
」

「
今

、
兩

同
升
、
合
而
爲
一
、

純
金

乾
性
、
處

而
立

、
純
水

坤
命
、
處
外
而
作

胎
、

一
粒
金
丹
產
在
中

土
釜
。
豈
非
兩
弦
合
其

、
乾
坤
體
乃

乎
」（

一
、
四
十
四
葉
表
〜
裏
）。『
參
同

』
本

「
性

處

、
立
置

、

處
外
、
築
爲

郭
」
は
「
性
命

元

第

二
十
」（

二
、
二
十
五
葉
表
）
參
照
。

23
）
「

離
交

第
十
八
」

に

の
よ
う
に
言
う
。「
此

言
日

合
璧
、
產
出
金
丹
大
藥
、

係
活
子
時
作
用
。〔
中
略
〕
晦
朔

之

、

離
交
而

乾
、
乾
爲
眞
金
、
故

金
丹
。

以
金
丹
火

候
專
應
乾
卦
六
陽
」。（「

離
交

第
十
八
」

、

二
、
十

一
葉
裏
）

24
）
「
巽
風
」
と
は
、『
入
藥
鏡
』
に
「

巽
風

坤
火
、
入

至
寶
」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。

25
）

こ
こ
は
李

純
『
中
和
集
』

二
に
見
え
る

の
句
の
引
用
。

「

和
眞
息
、

流
六

、
自
太
玄
關
、

流
至
天
谷
穴
交
合
、

然
後
下
降

入
中
宮
、
乾
坤
交

罷
、
一
點
落

庭
」（
四
葉

裏
）。

26
）
『
參
同

幽
』「
性
命

元

第
二
十
」
に
「
故
曰
、
剛
施
而

、
柔

以
滋
。
此
言

離
會
合
、
產
出
先
天
元
神
、

金
丹
妙

用
也
」（

二
、
二
十
六
葉
裏
）
と
あ
る
。

27
）

伍
守
陽
の

丹
法
と

門
派
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
關
係
に

つ
い
て
は
、
森
（
二
〇
一
〇
、
二
〇
二
〇
）
參
照
。

七
四

朱
元
育
『
參
同

幽
』
の

丹
法
に
つ
い
て


